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胞癌に対する肝切除后の長期達隔成績について検討すると stageI, I の症例では， 5年生存率が
50%を越えており，実質臓器の他の癌，例えば， E率臓癌等と比較すると極めてよい． このことは肝
細胞癌は悪性度が低いとも云え，特lと被膜lこ包まれて成長する型がその長期生存例の大半を占めて
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切除した本人の肝癌細胞を sonnicationした後， InterleukinI と共に培養し， ポンプより注入，
残存している癌細胞を殺す試みを行なって，その長期予后iζ期待している．最近，肝移植に対する
要望が各方面よりあるが，肝臓癌に対しては，移植肝の如んどに l年以内に再発するという免疫学
的課題がある． ζの問題が解決されない限り，肝臓癌に対する肝移植の適応は，肝癌に対する治療
が或る程度の結果を得ていることからも，慎重にならざるを得ない．
未だ，肝臓外科では，解決されなければならない課題が山積みされており，地道に突き進んでい
きたい．
